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☆
第
八
回
中
部
・
北
陸
仏
教
婦
人
大
会
に
一
六
〇
〇
名
余
り
が
参
加 

 

 

五
月
十
八
日
（
日
）
高
岡
市
民
会
館
を
会
場
に
、
第

八
回
中
部
・
北
陸
仏
教
婦
人
会
大
会
が
開
催
さ
れ
、
第

二
連
区
（
富
山
・
石
川
・
福
井
・
岐
阜
・
東
海
・
高
岡
）

か
ら
、
一
六
〇
〇
名
余
り
の
仏
教
婦
人
が
参
加
さ
れ
た
。

ま
た
前
日
に
は
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
―
オ
―
タ
ニ
高
岡
に
お

い
て
大
谷
範
子
総
裁
様
を
囲
ん
で
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
大
会
の
成
功
と
親
睦
が
図
ら
れ
た
。
こ

の
大
会
の
実
行
委
員
長
で
あ
る
石
野
順
子
仏
婦
連
盟
委

員
長
よ
り
、
大
会
を
終
え
ら
れ
た
感
想
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

二
ヶ
年
の
準
備
期
間
を
経
て
、「
第
八
回
中
部
・
北
陸

仏

教

婦

人

会
大
会
」
が

開

催

さ

れ

ま
し
た
。
新

緑

の

古

城

公
園
内
、
高

岡

市

民

会

館

を

会

場

に
富
山
・
石

川
・
福
井
・

岐
阜
・
東
海

の

各

教

区

よ

り

計

八

百
余
名
、

自
教
区
で

あ
る
高
岡

教
区
よ
り

八
百
余
名

の
仏
教
婦

人
会
員
が

集
い
ま
し

た
。
他
に

ス
タ
ッ
フ
、

協
力
団
体
、

勤
行
結
衆
、

出

演

者

等
々
、
総
力
百
余
名
が
、
心
か
ら
の
お
迎
え
と
持

て
る
力
を
出
し
切
っ
て
の
役
目
を
果
た
し
終
え
ま

し
た
。 

 
総
裁
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
門
主
様
法
統

継
承
式
が
す
ぐ
目
の
前
に
と
い
う
時
期
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ご
出
向
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
開
会
式
、

会
場
に
入
ら
れ
る
と
、
感
謝
の
拍
手
が
鳴
り
響
き
、

一
気
に
大
会
の
雰
囲
気
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

厳
粛
な
内
に
開
会
式
が
終
わ
り
、「
願
い
に
生
き
る

私
に
な
ろ
う
」
の
大
会
テ
ー
マ
と
向
き
合
い
な
が

ら
次
々
に
行
事
が
進
ん
で
、
気
が
付
け
ば
全
日
程

が
終
了
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
総
裁
様

の
仏
教
婦
人
会
に
お
寄
せ
く
だ
さ
る
温
か
な

お
心
が
、
大
輪
の
花
を
見
る
如
く
に
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。 

閉
会
式
後
に
退
出
さ
れ
る
と
き
に
は
、
会

場
の
多
く
の
方
に
声
を
か
け
ら
れ
、
婦
人
会

員
の
方
々
に
時
間
を
惜
し
ん
で
会
話
を
交
わ

さ
れ
、
ロ
ビ
ー
で
は
「
あ
り
が
と
う
い
い
た

て
タ
オ
ル
（
ゾ
ウ
さ
ん
タ
オ
ル
）
」
の
販
売
を

お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
高
岡
龍
谷
高
校
の
生

徒
さ
ん
方
に
学
校
生
活
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ

た
り
と
、
あ
ち
ら
で
も
こ
ち
ら
で
も
感
激
の

顔
、
喜
び
の
顔
、
顔
い
っ
ぱ
い
の
大
会
と
な

り
ま
し
た
。                                                                              
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★
第
一
回
ビ
ハ
ー
ラ
研
修
会
開
催 

六
月
三
日
、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
に
お
い
て
第
一
回
ビ
ハ

ー
ラ
研
修
会
（
公
開
講
座
）
が
開
催
さ
れ
、
約
四
十
名
が
参

加
さ
れ
た
。 

 

今
回
は
、
ご
講
師
に
富
山
大
学
大
学
院
医
学
薬
学
研
究
部

教
授
（
専
門
は
老
年
看
護
学
）
で
あ
る
竹
内
登
美
子
氏
を
迎

え
、『
も
っ
と
知
り
た
い
認
知
症
』
ー
認
知
症
本
人
と
家
族
介

護
者
の
語
り
か
ら
学
ぶ
ー
を
テ
ー
マ
に
、
六
十
五
歳
以
上
の

四
人
に
一
人
、
八
十
歳
以
上
の
二
人
に
一
人
が
、
認
知
症
か

そ
の
予
備
軍
と
言
わ
れ
て
い
る
時
代
の
中
で
、
私
達
は
、
ど

の
様
に
認
知
症
と
向
き
合
っ
た
ら
よ
い
の
か
を
学
習
い
た
し

ま
し
た
。 

 

講
演
の
前
に
先
生
よ
り
、
「
私
も
十
年
以
上
に
わ
た
り
認

知
症
の
両
親
の
看

護
・
介
護
に
携
わ
っ

て
き
て
い
る
」
旨
の

自
己
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

本
講
演
で
は
、
先

生
が
代
表
の
『
認
知

症
本
人
と
家
族
支
援

の
た
め
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
』
の
認
知
症
本

人
と
家
族
介
護
の
語

り
動
画
と
音
声
を
中

心
に
講
演
が
進
み
ま

し
た
。 

 

ま
ず
先
生
よ
り
認
知
症
は
老
化
現
象
と
は
異
な
り
、
脳
細

胞
か
ら
お
こ
る
も
の
で
、
①
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
、
②
脳
血

管
性
、
③
レ
ビ
ー
小
体
型
、
④
前
頭
側
頭
型
が
四
大
認
知
症

と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
認
知
症
の
人
は
不
安
が
一
杯
で
、

何
も
わ
か
ら
な
い
人
や
何
も
で
き
な
い
人
で
は
な
い
と
言
う

こ
と
。
ま
た
落
着
い
た
場
所
に
さ
え
い
れ
ば
、
暴
力
や
徘
徊

な
ど
で
、
介
護
者
を
困
ら
せ
る
こ
と
も
な
い
こ
と
等
、
誤
解

や
偏
見
を
払
拭
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。 

 

次
に
①
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
本
人
の
思
い
を
《
動

画
と
音
声
》
で
聞
き
、
介
護
・
看
護
の
基
本
は
、
本
人
と
真

直
ぐ
に
向
い
合
い
、
☆
気
持
ち
を
込
め
て
見
つ
め
、
☆
そ
の

人
の
目
を
見
て
微
笑
み
、
☆
短
い
文
で
は
っ
き
り
と
一
つ
一

つ
話
す
な
ど
困
難
な
症
状
が
起
き
な
い
よ
う
、
そ
の
人
を
支

え
、
症
状
は
、
人
と
の
関
係
性
や
環
境
で
生
ず
る
こ
と
を
理

解
し
て
あ
げ
る
事
。 

ま
た
②
脳
血
管
性
痴
呆
症
の
父
を
看
護
す
る
娘
、
③
レ
ビ

ー
小
体
型
認
知
症
の
夫
と
暮
ら
す
妻
、
④
前
頭
側
頭
型
認
知

症
の
人
の
思
い
、
を
動
画
と
音
声
で
聞
く
と
共
に
、
③
④
の

認
知
症
の
症
状
説
明
を
聞
き
、
困
難
な
症
状
が
あ
る
認
知
症

の
人
の
対
応
は
、
「
発
言
を
否
定
し
な
い
で
受
け
止
め
る
」
、

「
認
知
症
の
人
が
体
験
し
て
い
る
世
界
の
理
解
に
努
め
る
」

な
ど
、
記
憶
力
や
理
解
力
が
低
下
し
て
も
、
悲
し
み
・
苦
し

み
・
怒
り
・
喜
び
・
心
地
よ
さ
等
の
感
情
は
最
後
ま
で
残
る

と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

 

『
認
知
症
本
人
と
家
族
支
援
の
た
め
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
』

に
は
、
開
設
（
二
〇
一
三
年
七
月
）
以
来
、
五
十
五
万
回
の

ア
ク
セ
ス
が
あ
る
そ
う
で
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
得
ら
れ
た

生
の
声
を
通
し
て
、
認
知
症
の
人
が
望
ま
れ
る
こ
と
は
、
★

失
敗
し
て
も
す
ぐ
に
苦
情
を
言
わ
ず
、
笑
っ
て
済
ま
せ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
成
熟
し
た
余
裕
の
あ
る
社
会
・
家
庭
、
★
道

に
迷
っ
て
い
る
時
な
ど
「
何
か
お
困
り
で
す
か
」
と
声
を
か

け
て
く
れ
る
社
会
、
★
お
店
や
レ
ジ
や
駅
の
窓
口
、
病
院
の

支
払
い
な
ど
に
時
間
が
か
か
っ
て
も
、
せ
か
さ
れ
な
い
社
会

（
弱
者
優
先
窓
口
の
設
置
）
の
実
現
の
よ
う
で
す
。 

 

最
後
に
先
生
は
、『
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
好
き
な
時
に
散

歩
や
買
い
物
が
で
き
る
環
境
を
！ 

物
忘
れ
が
進
ん
で
も
、

覚
え
て
い
て
く
れ
る
人
が
い
て
、
心
地
よ
い
居
場
所
が
あ
り

ま
す
よ
う
に
！
』
と
話
さ
れ
て
講
演
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

意
見
交
換
会
で
は
、
聴
講
者
が
日
頃
対
処
に
苦
慮
し
て
い

る
問
題
な
ど
の
質
問
が
あ
り
、
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き

研
修
会
を
終
わ
っ
た
。
（
狩
野
政
甫
ビ
ハ
ー
ラ
高
岡
会
長
） 

非
戦
平
和
公
開
学
習
会
が
開
催 

五
月
二
十
八
日
、
本
年
度
一
回
目
の
非
戦
平
和
公
開
学
習

会
が
開
催
さ
れ
、
ヤ
ス
ク
ニ
問
題
専
門
委
員
や
門
徒
推
進
員

等
、
二
十
名
余
り
が
参
加
し
た
。
こ
の
学
習
会
は
、
二
〇
一

〇
年
度
よ
り
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
で
五
回
目
を
迎
え
、
全

体
の
テ
ー
マ
は
『
私
と
国
家
と
宗
教
』
で
、
今
回
は
「
首
相

の
靖
国
神
社
参
拝
問
題
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
っ

た
。 は

じ
め
に
今
回
の
発
表
者
で
あ
る
山
岸
智
史
さ
ん
（
ヤ
ス

ク
ニ
問
題
専
門
員
会
委
員
長
）
が
、
靖
国
神
社
の
歴
史
や
首

相
の
靖
国
神
社
参
拝
に
対
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
提
起
さ
れ

た
。 
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射
水
組
仏
教
婦
人
会
連
盟
並
び
に
尼
講
総
会 
最
初
に
、
一
八
六
九
（
明
治
二
年
）
に
戊
辰
戦
争
で
亡
く

な
っ
た
官
軍
戦
没
者
を
祀
る
た
め
に
東
京
で
建
て
ら
れ
た

「
東
京
招
魂
社
」
を
起
源
と
し
、
第
二
次
大
戦
後
、
国
家
神

道
が
解
体
さ
れ
一
宗
教
法
人
と
し
て
再
出
発
し
た
靖
国
神
社

は
、
戦
前
と
変
わ
ら
ず
国
家
が
認
め
た
戦
死
者
を
讃
え
る
顕

彰
施
設
と
し
て
活
動
し
、
遺
族
の
意
思
で
合
祀
を
取
り
下
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
説
明
。 

ま
た
、
天
皇
の
敵
と
み
な
さ
れ
た
者
（
西
南
戦
争
に
お
け

る
西
郷
隆
盛
等
）
や
、
原
爆
被
害
者
・
空
襲
被
害
者
や
沖
縄

戦
の
犠
牲
者
も
同
じ
く
祀
ら
れ
て
お
ら
ず
、
差
別
的
な
思
想

に
基
づ
い
た
神
社
で
問
題
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。 

次
に
憲
法
二
十
条
（
信
教
の
自
由
）
に
つ
い
て
話
さ
れ
、

明
治
憲
法
下
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
国
家
の
た
め
に
戦
死
す

る
こ
と
が
最
高
の
幸
せ
で
あ
る
と
感
じ
さ
せ
、
顕
彰
を
行
っ

て
い
っ
た
や
り
方
が
、
現
代
の
政
治
家
に
と
っ
て
「
国
家
の

た
め
に
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
発
信
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
、
こ
れ
ま
で
の
首

相
や
閣
僚
の
参
拝
は
数
々
の
裁
判
に
お
い
て
違
憲
で
あ
る
と

の
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
新
た
な
自
民
党
の
憲
法
改
正

案
で
は
、
靖
国
神
社
に
参
拝
す
る
こ
と
は
憲
法
違
反
で
な
く

な
る
と
言
わ
れ
た
。 

そ
の
後
、
全
体
会
が
行
わ
れ
、「
知
ら
な
い
と
言
う
事
が
い

か
に
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
る
か
を
知
り
、
知
ら
な
い
方
々
に

ど
う
伝
え
て
い
く
か
が
課
題
」「
国
民
全
体
が
集
団
的
自
衛

権
行
使
に
賛
成
と
い
う
よ
う
な
世
論
が
作
ら
れ
て
い
っ
て
い

る
の
で
は
」
等
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
次
回
は
六
月
二

十
五
日
午
後
七
時
に
開
催
さ
れ
、「
信
教
の
自
由
と
神
棚
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
る
。 

 

去
る
六
月
一
日
、
射
水
組
誓
光
寺
に
お
い
て
、
第
四
十
八

回
射
水
組
仏
教
婦
人
会
連
盟
並
び
に
尼
講
総
会
を
西
岡
孝
了

教
務
所
長
、
石
野
順
子
教
区
仏
婦
連
盟
委
員
長
、
平
野
信
教

仏
婦
連
盟
担
当
者
の
ご
臨
席
を
賜
り
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

毎
年
、
讃
歌
衆
を
募
集
し
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
と
合
唱
に
よ

っ
て
始
ま
り
、
献
灯
・
献
華
は
厳
粛
な
中
に
歴
史
の
重
み
を

感
じ
る
一
瞬
で
も
あ
り
ま
す
。 

午
前
中
は
、
宗
祖
讃
仰
作
法
（
音
楽
法
要
）
で
お
つ
と
め

が
始
ま
り
、
会
場
の
皆
さ
ん
と
唱
和
す
る
こ
と
で
、
一
体
感

を
よ
り
強
く
し
、
年
々
声
量
も
豊
か
に
な
り
満
堂
の
本
堂
は

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
お
念
仏
一
色
に
な
り
ま
し
た
。 

総
会
に
引
き
続
き
午
後
か
ら
は
、
組
内
ご
住
職
の
ご
参
勤

を
賜
り
厳
か
に
物
故
者
追
悼
法
要
を
勤
修
い
た
し
ま
し
た
。

中
央
の
赤
毛
氈
に
ご
遺
族
様
を
ご
案
内
し
、
順
次
焼
香
に
進

ま
れ
る
姿
に
重
い
悲
し
み
が
漂
っ
て
見
え
た
り
、
仏
婦
活
動

に
お
励
み
く
だ
さ
っ
た
姿
が
重
な
っ
て
見
え
て
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
「
み
仏
に
い
だ

か
れ
て
」
を
全
員
で
歌
う
時
、
お
浄
土
か
ら
の
見
守
り
を
心

か
ら
念
じ
て
い
ま
し
た
。 

記
念
講
演
は
、
槻
木
裕
師
（
石
川
教
区
鹿
島
組
受
念
寺
住

職
・
金
沢
学
院
大
学
学
園
長
）
よ
り
「
因
果
は
応
報
か
？
」

と
題
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
因
と
果
は
釣
り
合
っ
て
い
な
い
」
こ
と
の
譬
を
、
童
話

の
「
こ
ん
狐
」
や
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
の
事
を
挙
げ
て
話
さ
れ

ま
し
た
。 

私
た
ち
は
、

「
因
と
果
は
、

釣
り
合
っ
て
い

た
ら
良
い
の
に

な
〜
」
と
願
望

や
期
待
で
見
つ

め
て
い
る
だ
け

で
、
現
実
の
娑

婆
は
、
生
や
さ

し
い
も
の
で
は

な
く
、
苦
し
み

悩
み
が
溢
れ
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
時
で
も
寄
り
添
っ
て
く
だ
さ
る
阿
弥
陀
様

の
「
お
前
は
そ
れ
で
よ
い
の
か
？
」
の
問
い
か
け
の
声
に
気

づ
く
こ
と
の
大
切
さ
を
、
平
易
な
例
で
説
明
し
て
い
た
だ
き

終
始
、
頷
き
の
ご
法
話
で
し
た
。 

こ
う
し
て
回
を
重
ね
て
い
る
こ
と
に
、
後
々
の
私
た
ち
の

た
め
に
、
基
礎
を
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
し
、
次

の
世
代
へ
お
念
仏
を
伝
え
て
い
く
こ
と
の
責
任
、
重
さ
を
ず

し
っ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

（
肥
田
智
子
射
水
組
仏
婦
連
盟
委
員
長
報
告
） 
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去
る
五
月
八
日
・
九
日
に
か
け
て
磯
は
な
び
に
於
い
て
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す

運
動
」
教
区
委
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

一
日
目
は
「
新
『
過
去
帳
』
取
扱
基
準
と
新
『
差
別
事
件 

糾
明
の
方
途
』
（
以
下
、

新
『
糾
明
の
方
途
』
）
か
ら
の
学
び
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

初
め
に
講
師
の
小
笠
原
正
仁
氏
（
同
和
教
育
振
興
会
評
議
員
・
大
阪
芸
大
非
常
勤
講

師
）
に
よ
る
講
義
が
あ
り
、 

過
去
帳
の
開
示
問
題
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
内
で
、
本
派
寺
院
が
門
徒
の
個
人
情
報
が
記

載
さ
れ
た
帳
簿
を
開
示
し
た
場
面
が
放
送
さ
れ
た
問
題
）
で
は
宗
門
の
対
応
に
混
乱
が

生
じ
て
い
た
と
し
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
①
新
体
制
に
移
行
し
、
差
別
事
件
に
対
応
す

る
た
め
の
手
続
き
が
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
に
変
わ
る
も
の
が
用
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
。
②
差
別
事
件
へ
の
対
応
の
指
針
と
な
る
『
糾
明
の
方
途
』
の
新
体
制
下
で
の
法
的

根
拠
も
明
確
で
は
な
く
『
糾
明
の
方
途
』
に
従
っ
た
対
応
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
の

二
点
を
挙
げ
ら
れ
、
手
続
き
的
な
不
備
が
対
応
の
遅
れ
と
混
乱
を
招
い
た
と
指
摘
さ
れ
、

そ
う
い
っ
た
経
緯
の
も
と
に
「
新
『
取
扱
基
準
』
新
『
糾
明
の
方
途
』
」
が
制
定
さ
れ

た
と
経
緯
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
本
願
寺
派
も
部
落
寺
院
を
記
載
し
た
『
穢
寺
帳
』
を
作
成
し
、
管
理
把
握
す

る
な
ど
、
歴
史
的
に
部
落
差
別
と
は
深
い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
差
別
事

件
は
少
数
の
不
心
得
者
や
不
信
心
の
者
が
起
こ
す
事
件
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
は
差

別
を
産
み
出
す
構
造
・
環
境
が
あ
る
と
し
、
「
新
『
糾
明
の
方
途
』
は
差
別
事
件
の
解

決
を
目
的
と
し
ま
す
が
、
こ
の
場
合
の
『
解
決
』
と
は
個
々
の
事
件
の
解
決
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る
差
別
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
課
題
を
共
有
化
す
る
こ
と
を
指

し
ま
す
。
個
々
の
事
件
の
解
決
を
目
的
に
す
る
と
、
場
当
た
り
的
な
対
応
と
な
り
、
差

別
を
産
み
出
す
構
造
や
背
景
は
放
置
さ
れ
、
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
。
」

と
押
さ
え
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
『
糾
明
の
方
途
』
は
あ
く
ま
で
指
針
で
あ
っ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
な
い

と
し
、
「
差
別
の
形
は
千
差
万
別
、
特
に
現
代
的
差
別
は
決
ま
っ
た
形
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
な
ど
で
は
対
応
し
き
れ
ま
せ
ん
。
」
と
、
例
と
し
て
『
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
』
（
特
定

の
民
族
・
人
種
・
集
団
に
対
す
る
憎
悪
や
優
越
感
を
背
景
に
、
差
別
・
排
除
の
意
図

を
も
っ
て
、
貶
め
た
り
、
暴
力
や
誹
謗
中
傷
、
差
別
的
行
為
を
煽
動
し
た
り
す
る
よ

う
な
言
動
の
こ
と
を
指
す
）
と
い
っ
た
新
た
な
形
の
差
別
が
出
て
い
る
こ
と
を
挙
げ

ら
れ
、
「
現
場
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
の
は
や
は
り
現
場
の
人
間
で
す
か
ら
、
中

央
か
ら
の
指
示
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
現
場
で
知
恵
を
絞
っ
て
独
自
の
対
応
基
準
を

持
つ
と
い
っ
た
こ
と
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
」
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
た
一
律

的
な
対
応
で
は
な
く
、
現
場
が
中
心
と
な
っ
た
主
体
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
提
起

さ
れ
ま
し
た
。 

班
別
協
議
で
は
、
過
去
帳
の
取
り
扱
い
に
対
す
る
意
見
が
多
く
、
「
最
近
で
は
パ

ソ
コ
ン
で
門
徒
情
報
を
管
理
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
一
部
の
者
だ
け
が
知
り
得

る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
情
報
の
覚
え
書
き
も
あ
る
の
で
、
個
人
情
報
の
保
護
と
い
う
面

か
ら
見
れ
ば
、
過
去
帳
や
寺
の
帳
簿
だ
け
で
な
く
、
そ
う
い
っ
た
デ
ー
タ
の
扱
い
に

も
細
心
の
注
意
が
必
要
」
、「
こ
の
過
去
帳
開
示
問
題
は
僧
侶
よ
り
も
門
徒
の
方
が
反

応
し
て
お
り
、
『
な
ぜ
今
ま
で
こ
ん
な
大
事
な
こ
と
（
過
去
帳
の
存
在
・
身
元
調
査

に
か
か
る
閲
覧
禁
止
措
置
の
経
緯
）
を
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
』
と
言
わ
れ
た
。
こ

の
問
題
へ
の
対
応
が
い
い
加
減
な
ら
ば
、
門
徒
の
不
信
感
に
つ
な
が
る
」
、「
過
去
に

起
こ
っ
た
問
題
が
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
教
訓
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
運
動
の
継

続
性
や
継
承
と
い
う
点
に
大
き
な
弱
点
を
抱
え
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
」
、

「
本
来
は
自
浄
作
用
が
働
い
て
も
良
さ
そ
う
な
も
の
だ
が
、
そ
う
な
ら
な
い
の
は
何

故
だ
ろ
う
か
？
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

班
別
協
議
の
報
告
を
受
け
て
の
助
言
で
は
、
過
去
帳
は
個
人
情
報
保
護
法
の
適
用

外
で
あ
る
た
め
、
寺
院
や
僧
侶
の
責
任
で
取
り
扱
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
た
上
で
、
「
今
ま
で
過
去
帳
に
関
し
て
数
々
の
課
題
が
提
起
さ
れ
て
き
た
に
も
関

◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

『
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
』
教
区
委
員
会
委
員
研
修
会
報
告 
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磯
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催
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。 

一
日
目
は
「
新
『
過
去
帳
』
取
扱
基
準
と
新
『
差
別
事
件 

糾
明
の
方
途
』
（
以
下
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新
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の
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）
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の
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を
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し
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に
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の
小
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正
仁
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和
教
育
振
興
会
評
議
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・
大
阪
芸
大
非
常
勤
講
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に
よ
る
講
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が
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の
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Ｈ
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、
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派
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記
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は
宗
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の
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に
混
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が
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た
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し
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の
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と
し
て
、
①
新
体
制
に
移
行
し
、
差
別
事
件
に
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る
た
め
の
手
続
き
が
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さ
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、
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に
変
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る
も
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が
用
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さ
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こ
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。
②
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対
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、
手
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き
的
な
不
備
が
対
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の
遅
れ
と
混
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を
招
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た
と
指
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さ
れ
、

そ
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い
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た
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の
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に
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準
』
新
『
糾
明
の
方
途
』
」
が
制
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と
経
緯
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の
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に
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と
し
、
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事
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の
解
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目
的
と
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に
し
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有
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。
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わ
ら
ず
、
自
浄
作
用
が
働
か
な
い
の
は
、
現
実
社
会
と
教
え
を
切
り
離
し
、
単
に
来
世

や
心
の
問
題
と
し
て
扱
い
、
現
実
問
題
か
ら
目
を
背
け
て
き
た
こ
と
が
原
因
で
す
」
と
、

現
実
問
題
と
教
え
は
異
な
る
次
元
の
問
題
と
す
る
真
俗
二
諦
的
な
体
質
が
、
寺
院
の
直

接
の
責
任
が
問
わ
れ
て
い
る
問
題
に
す
ら
無
自
覚
・
無
責
任
と
い
う
事
態
を
招
い
て
い

る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

「
何
度
も
同
じ
テ
ー
マ
・
課
題
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、
取
り
組
み
を
続
け
て
い

か
ね
ば
す
ぐ
に
風
化
し
、
同
じ
誤
り
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
た

ち
は
阿
弥
陀
様
の
願
い
に
ど
う
向
い
合
っ
て
行
く
の
か
、
こ
う
い
っ
た
現
実
の
問
題
こ

そ
、
教
え
を
実
践
す
る
現
場
の
人
間
が
考
え
て
い
く
、
問
わ
れ
て
い
く
立
場
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」
と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。 

二
日
目
は
「
宗
教
教
団
と
し
て
の
公
益
性
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

講
義
で
は
「
東
日
本
大
震
災
を
境
に
各
宗
教
団
体
に
お
い
て
『
公
益
性
』
と
い
う
こ

と
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
我
が
教
団
に
お
い
て
も
公
益
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
実
は
宗
教
法
人
の
公
益
性
と
言
う
の
は
元
々
、
国
の
方
か
ら
言
い
出
し
た
こ
と
で

す
」
と
、
宗
教
法
人
の
公
益
法
人
化
を
国
が
主
導
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
、
そ
し

て
『
公
益
性
』
の
認
定
の
有
無
に
よ
っ
て
課
税
・
非
課
税
が
決
め
ら
れ
る
と
い
う
圧
力

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
「
『
国
の
た
め
に
役
に
立
つ
な
ら
公
益
性
を
認
め
よ
う
』
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
、
か
つ
て
戦
争
の
時
と
同
じ
道
を
辿
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
国
に
認
め
ら
れ
る
活
動

と
い
う
こ
と
は
、
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裏
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に
は
認
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ら
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活
動
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あ
る
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い
う
こ
と
で
す
」
と

税
制
面
で
の
優
遇
を
利
用
し
た
国
家
に
よ
る
新
た
な
形
の
宗
教
統
制
、
そ
し
て
宗
教
団

体
が
『
公
益
性
』
の
認
定
を
得
る
た
め
に
、
積
極
的
に
国
家
に
迎
合
し
て
い
く
こ
と
に

つ
な
が
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
を
重
ね
て
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 
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く
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我
々
の
宗
教
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動
・
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教
行
為
に
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然
に
含
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て
い
る
と
し
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「
世
俗
の
論
理
を
超

え
て
お
か
し
い
こ
と
を
お
か
し
い
と
言
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、
教
え
が
社
会
の
矛
盾
を
追
求
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批
判
原
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て
働
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と
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持
つ
公
益
性
で
な
い
か
」
と
提
起
さ
れ
ま
し

た
。 班

別
協
議
で
は
、
「
宗
教
の
価
値
を
国
家
が
決
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
結
局
は
国

に
評
価
さ
れ
る
活
動
か
ど
う
か
が
主
眼
と
な
り
、
本
末
転
倒
と
な
る
」
、「
靖
国
神
社

へ
の
首
相
の
参
拝
へ
の
批
判
も
公
益
性
で
は
な
い
か
」
、
「
公
益
性
の
有
無
で
課
税
・

非
課
税
が
決
め
ら
れ
る
な
ら
、
国
へ
の
迎
合
、
主
体
性
の
喪
失
に
つ
な
が
る
」
、「
公

益
性
と
い
う
言
葉
の
意
味
自
体
、
不
透
明
。
結
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が
『
公
益
性
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か
」
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者
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
存
在
に
向
き
合
っ
て
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た
の
が
宗
教
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が

宗
教
の
公
益
性
で
は
な
い
か
」
と
、
『
公
益
性
』
と
い
う
言
葉
の
裏
に
潜
む
危
険
性

を
指
摘
す
る
意
見
や
、
宗
教
の
公
益
性
と
は
国
家
事
業
に
迎
合
す
る
こ
と
で
な
い
と

す
る
意
見
が
目
立
ち
、
昨
今
の
政
治
状
況
を
非
常
に
憂
慮
す
る
声
が
多
い
こ
と
が
印

象
的
で
し
た
。 

講
師
に
よ
る
ま
と
め
で
は
、
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つ
て
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仏
を
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げ
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ら
も
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教
団
的
に
戦
争
に

協
力
し
た
経
緯
を
挙
げ
ら
れ
、
「
昨
今
は
震
災
支
援
を
通
じ
て
公
益
性
が
叫
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
実
は
関
東
大
震
災
の
時
も
本
派
の
支
援
活
動
が
不
十
分
だ

っ
た
と
い
う
反
省
を
き
っ
か
け
に
社
会
貢
献
と
い
う
こ
と
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
、
結
局
は
国
の
望
む
活
動
を
補
完
し
て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い
く
と
い
う
方
に
流

さ
れ
、
戦
争
協
力
へ
と
突
き
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
今
の
状
況
は
そ
れ
と
よ
く
似
て

い
ま
す
。
」
「
し
か
し
、
何
も
す
る
な
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
実
に
問
題

は
山
積
し
て
い
ま
す
。
過
去
の
反
省
を
生
か
し
つ
つ
、
議
論
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
寄
せ
合
い
寄
せ
合
い
談
合
申
せ
と
蓮
如
上
人
は
仰
っ
た
。
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の

問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
、
現
実
を
見
据
え
、
教
え
に
問
い
聞
き
な
が
ら
、
も

っ
と
も
っ
と
話
し
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
ご
助
言
を
い
た
だ
き
閉

会
し
ま
し
た
。 

【
高
岡
教
区
教
務
所
職
員 

岡
西 

好
持
】 
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（浄土真宗本願寺派前門主） 

「 退 任 に際 しての消 息 」 

□６／22（日）：栗山 宣雄 氏（高岡教区・本福寺） 

◎６／28（土）：大谷 光淳 氏 
（浄土真宗本願寺派門主） 

「未    定 」 

◎７／５（土）：未   定 

◎７／12（土）：未   定 

□７／13（日）：未    定   （富山教区） 
 
 

☆お知らせ☆ 
『法輪せんべい』販売について 

お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかがでしょう

か。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX.でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下さい。  
一袋二枚入りで価格は次の通り 
※ 一袋二枚入りで価格は次の通り 

・特大箱（１７５袋）  ８，３００円 
・大 箱 （３６袋）  ２，３００円 
・１ 組 （１０袋）    ５００円 

お申込み先は・・・〒933－0003  高岡市能町１２９８ 
耳浦 康真（本誓寺） Tel.＆Fax.(0766)2３-9822 

【西本願寺高岡会館７月の常例法座】 

ご講師：藤 榮 亮 匡 師  

（ 兵 庫 教 区 ・ 宣 徳 寺 ） 

ご講題：『 未 定 』 
※今年度から１４日が常例法座の日となりま

すのでお間違いのないようにお参りくださ

い。 

   ◇これからの日程（６/２０～７/２０）◇  

 ６月     

 

20 

 

23 

 

24 

 

25 

 

 

26 

 

27 

 

28 

 

30 

７月 

１ 

２ 

５ 

 

 

６ 

７ 

８ 

９ 

14 

15 

18 

20 

ヤスクニ問題専門委員会 

福光教堂降誕会 

仏婦教材委員会 

財団評議員会 

寺青声明サークル 

 

長寿苑ビハーラ活動 

教区コーラス練習日 

非戦・平和公開学習会 

福光教堂総代会 

 

講社連盟役員会 

教材・情報専門委員会 

まことの保育研修会 

 

臨時教区会 

 

雨晴苑ビハーラ活動 

 

 

 

 

 

教区委常任委員会 

教区コーラス練習日 

 

常例法座 

 

会館永代経 

非戦平和公開現地学習会 

仏壮研修会 

 

 

 

 

Ｂ組長会打合せ会（富山） 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２連区仏青連絡協議会 

（～２９・岐阜） 

 

 

全国組長研修会 

（～２・本山） 

第２連区門推研修会 

（～６・東海） 

仏壮年評議員会 

（～６・本山） 

 

宗務懇話会 

（～９・岐阜） 

 

 

 

 

  

 

編
集
後
記 

近
年
、
熱
中
症
に
な
ら
れ
る
方
が
増
え
て
い
る
み
た
い
で
す
。
水

分
の
取
り
す
ぎ
は
、
熱
中
症
に
な
る
か
ら
「
水
は
飲
む
な
」
と
炎
天

下
の
中
、
体
育
会
系
の
指
導
者
に
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
で
は
水
分
と
塩
分
を
補
給
し
な
い
と
ダ
メ
だ
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。 

こ
の
前
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
い
た
ら
現
代
人
は
塩
分
を
と
る
こ
と

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
に

は
必
要
不
可
欠
な
塩
で
す
が
、
意
外
と
大
事
さ
に
気
づ
か
ず
に
過
ご

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
当
は
と
て
も
大
事
な
も
の

な
の
に
、
当
た
り
前
に
あ
る
か
ら
と
、
気
付
き
に
く
く
な
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

（
担
当
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